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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部コネクタを通す開口部を有し、この開口部内に前記外部コネクタを接続する内部コ
ネクタが位置するように設けた筐体と、
　前記開口部を覆う閉位置および前記開口部を露出させる開位置の間を回動するように前
記筐体に設けた弾性部材からなる蓋体を備えるとともに、
　前記外部コネクタを前記内部コネクタへ接続した状態において、前記外部コネクタが前
記内部コネクタから離脱しないようにする抜け止め手段を前記蓋体の裏側に一体に設け、
　前記抜け止め手段は、前記外部コネクタが前記抜け止め手段に差し込まれて前記内部コ
ネクタへ接続された状態において、前記外部コネクタが前記内部コネクタから離脱しない
ようにすることを特徴とする電子機器のコネクタ抜け止め構造。
【請求項２】
　前記抜け止め手段は、前記蓋体の裏側にコ字形状に形成した抜け止め部を一体に設け、
この抜け止め部のコ字形状内へ前記外部コネクタを嵌めてその弾性により前記外部コネク
タを挟持するように構成したことを特徴とする請求項１記載の電子機器のコネクタ抜け止
め構造。
【請求項３】
　前記蓋体が前記開口部を閉じた状態にある時に、前記蓋体と前記筐体との間には、前記
抜け止め手段を収納する収納スペースが形成されていることを特徴とする請求項１又は請
求項２記載の電子機器のコネクタ抜け止め構造。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器の筐体内に設けた内部コネクタへ筐体の外部から差し込み接続した
外部コネクタが誤って内部コネクタから抜けるのを防止するコネクタ抜け止め構造に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　電子機器の筐体内に設けた内部コネクタへ接続した外部コネクタの抜け止め構造として
は、様々な工夫がなされ提案されている。
【０００３】
　例えば、薄肉ヒンジ部を介して筐体に一体に連結形成されたＬ字形状の当接板を備え、
この当接板を薄肉ヒンジ部を支点として回動させて外部コネクタのケーブル接続側へ当接
することによって、外部コネクタを内部コネクタ側へ押し込むように構成し、外部コネク
タが内部コネクタから抜け出るのを防止するように構成したコネクタ抜け止め構造が提案
されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
　また、他のコネクタ抜け止め構造としては、外部コネクタから延設されたケーブルを挟
み込み保持するケーブルクランプ金具を蓋体の裏側に備え、外部コネクタあるいはそのケ
ーブルが外部から偶発的に引っ張られても外部コネクタが内部コネクタから抜けないよう
に構成したコネクタ抜け止め構造が提案されている（例えば、特許文献２参照）。
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－３０８７３４号公報
【特許文献２】特開２００３－３６９３６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、以上に述べた従来のコネクタ抜け止め構造では、外部コネクタのケーブル接続
側へ当接して外部コネクタをロックするためのＬ字形状の当接板、あるいは外部コネクタ
から延設されたケーブルを挟み込みクランプするケーブルクランプ金具等の部品を用いる
必要があり、その部品コストおよび部品を取り付けるための工程等が必要となり、製造コ
ストが高くなるという問題があった。
【０００７】
　本発明は、このような従来の構成が有していた問題を解決しようとするものであり、外
部コネクタの抜け止めを行なうための別部材からなる部品を一切用いることなく、安価に
構成することができるとともに、外部コネクタへ偶発的な外力が加わったとしても内部コ
ネクタとの接続を確実に保持することができる電子機器のコネクタ抜け止め構造を提供す
ることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　そして、本発明は、上記の目的を達成するために、外部コネクタを通す開口部を有し、
この開口部内に外部コネクタを接続する内部コネクタが位置するように設けた筐体と、開
口部を覆う閉位置および開口部を露出させる開位置の間を回動するように筐体に設けた弾
性部材からなる蓋体を備えるとともに、外部コネクタを内部コネクタへ接続した状態にお
いて、外部コネクタが内部コネクタから離脱しないようにする抜け止め手段を蓋体の裏側
に一体に設け、抜け止め手段は、外部コネクタが抜け止め手段に差し込まれて内部コネク
タへ接続された状態において、外部コネクタが前記内部コネクタから離脱しないようにし
たものである。
【０００９】
　さらに、本発明は、上記電子機器のコネクタ抜け止め構造において、以下の態様の発明
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を提供するものである。
【００１０】
　すなわち、上記抜け止め手段は、蓋体の裏側にコ字形状に形成した抜け止め部を一体に
設け、この抜け止め部のコ字形状内へ外部コネクタを嵌めて、その弾性により外部コネク
タを挟持し、保持する構成としたものである。
【００１１】
　また、蓋体が開口部を閉じた状態にある時に、蓋体と筐体との間には、上記抜け止め手
段を収納する収納スペースを形成する構成としたものである。
【発明の効果】
【００１２】
　上述したように、本発明の電子機器のコネクタ抜け止め構造は、外部コネクタを保持す
るための別部材からなる部品を一切用いることなく、安価に構成することができるととも
に、内部コネクタへ接続した外部コネクタが誤って抜けるのを確実に防止することができ
る。
【００１３】
　また、外部コネクタへ外力が加わったとしても、揺れ動く（ガタ付く）ことがなく、し
たがって、コネクタピンの破損等を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明に係る電子機器のコネクタ抜け止め構造の実施の形態を図１および図２に
基づいて説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の一実施例に係るコネクタ抜け止め構造の構成を示す斜視図で、ケーブ
ル３を延設した外部コネクタ２を内部コネクタ１へ接続する直前の状態を表している。図
２は、内部コネクタ１へ外部コネクタ２を接続した状態を表した斜視図である。
【００１６】
　図１および図２において、本発明に係る電子機器のコネクタ抜け止め構造は、以下のよ
うな構成となっている。
　すなわち、外部と情報伝達等を行なう内部コネクタ１を電子機器の筐体４内に内設させ
ている。また、この内部コネクタ１と対応する筐体４の後壁面４１に開口部４２を設けて
いる。つまり、この開口部４２を通して内部コネクタ１へ外部コネクタ２を電気的且つ機
械的に接続するように構成されている。
【００１７】
　また、筐体４に設けた開口部４２には、弾性を有する部材からなる蓋体５が開閉自在に
設けられている。この蓋体５は、筐体４に薄肉ヒンジ部（図示しない）を介して一体に接
続されている。したがって、この蓋体５は、筐体４と重なり合って開口部４２を覆う閉位
置と、開口部４２を開放して露出させる開位置との間を回動するように構成されている。
また、この蓋体５には、薄肉ヒンジ部を形成した端部とは反対側の端部に、フックと係合
して蓋体５を閉位置に保持する蓋体ロック機構（図示しない）が設けられている。
【００１８】
　さらに、この蓋体５の裏側５１には、図２に示すように外部コネクタ２を内部コネクタ
１へ接続した状態において、外部コネクタ２を弾性により挟持し、外部コネクタ２が内部
コネクタ１から離脱しないように保持する抜け止め部６を一体に設けている。
【００１９】
　この抜け止め部６は、蓋体５の裏側５１に一体に突出させて形成した上下一対の弾性変
形可能な保持片６１、６１によって構成されている。この上下一対の保持片６１、６１間
には、図１に示すようなコ字形状の嵌合空間ａが形成されている。このコ字形状の嵌合空
間ａに対して、外部コネクタ２のボディ部分を内部コネクタ１の方向へ差し込み、保持片
６１、６１を弾性変形させた状態で押し込み、図２に示すように、外部コネクタ２を内部
コネクタ１へ接続することができるように構成されている。



(4) JP 4984563 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

【００２０】
　このようにして、外部コネクタ２を内部コネクタ１へ接続し、コ字形状の嵌合空間ａに
嵌め込まれた外部コネクタ２のボディ部分は、一対の保持片６１、６１の絞まる方向への
弾発力により挟持され、安定に保持することができる。この結果、外部コネクタ２は、内
部コネクタ１から抜ける方向への移動が制限されることになる。
【００２１】
　また、抜け止め部６は、蓋体５が開口部４２を閉じた状態にある時に、蓋体５と筐体４
との間に設けた収納スペースｂ内へ収納できるように構成されている。したがって、蓋体
５を閉位置に保持する際には、抜け止め部６を蓋体５の裏側５１と筐体４との間に形成さ
れた収納スペースｂ内へ収納することができるため、抜け止め部６が蓋体５の閉蓋時の邪
魔になることを防止することができる。
【００２２】
　以上説明したように、本実施形態の電子機器のコネクタ抜け止め構造によれば、蓋体５
の裏側５１に一体に形成した抜け止め部６が外部コネクタ２を内部コネクタ１へ接続した
状態において、外部コネクタ２を保持し、外部コネクタ２の抜ける方向への移動を制限す
るため、ケーブル３あるいは外部コネクタ２に偶発的な引っ張る力が加わったとしても、
外部コネクタ２が内部コネクタ１から抜けてしまうことがなく、電子機器の信頼性の向上
を図ることができる。
【００２３】
　また、本実施形態の電子機器のコネクタ抜け止め構造によれば、蓋体５の裏側５１に抜
け止め部６を一体に形成することによって、従来のコネクタ抜け止め構造のように外部コ
ネクタ２を抜け止めするための別部材からなる部品を一切用いる必要がなく、安価に構成
することができるとともに、外部コネクタ２を内部コネクタ１へ接続した状態において、
外部コネクタ２を抜け止め部６により安定に保持することができるから、内部コネクタ１
へ接続した外部コネクタ２が誤って抜ける等の事故を防止することができる。
【００２４】
　さらに、抜け止め部６の弾性により外部コネクタ２のボディ部分を挟持するように構成
したことによって、外部コネクタ２へ外力が加わったとしても、揺れ動く（ガタ付く）こ
とがなく、したがって、コネクタピンの破損等を防止することができる。
【００２５】
　なお、上述した本実施形態においては、抜け止め部６を一対の保持片６１、６１によっ
てコ字形状の嵌合空間ａを形成した場合について説明したが、これに限定されるものでは
なく、外部コネクタ２の形状、あるいは材質等に合わせて、その嵌合空間ａの形状を変更
することは可能であり、同様の作用効果を得ることができる。
【００２６】
　また、上述した本実施形態においては、内部コネクタ１と外部コネクタ２自体に抜け防
止機能を備えていない構造のものに対して本発明の電子機器のコネクタ抜け止め構造を実
施した場合について説明したが、抜け防止機能を備えた内部コネクタ１と外部コネクタ２
に対して本発明のコネクタ抜け止め構造を実施することによって、更に、外部コネクタ２
の抜け防止効果を高めることが可能となる。
【００２７】
　また、本発明の電子機器のコネクタ抜け止め構造を無線機に使用するイヤホンまたはマ
イクロホンジャック用のゴム等からなる防塵キャップの裏側へ実施することによって、カ
ールコード付きのプラグ等を使用した場合においても、操作中におけるプラグ抜けを防止
することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の一実施例のコネクタ抜け止め構造の構成を示す要部の斜視図
【図２】図１に示すコネクタ抜け止め構造において、内部コネクタへ外部コネクタを接続
した状態を表した斜視図
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【符号の説明】
【００２９】
　　１　　内部コネクタ
　　２　　外部コネクタ
　　３　　ケーブル
　　４　　筐体
　　４１　後壁面
　　４２　開口部
　　５　　蓋体
　　５１　裏側
　　６　　抜け止め部
　　６１、６１　保持片
　　ａ　　嵌合空間
　　ｂ　　収納スペース

【図１】 【図２】
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